
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田ひまわり園視察（１１月９日） 

大牟田市動物園散策（１１月４日） 

校区グラウンドゴルフ大会（１１月１１日） 

 

東野まちＮＯＷ!! 
 

ま ち 協 通 信  Ｎ Ｏ ．１２ 

平成 3１年 3 月 15 日発行 

編集委員長  長野 政春 

《東野校区協働のまちづくり協議会》 

スポーツ・文化部会  

青少年育成部会  

環境・衛生部会  

夏の豪雨のため基山登山ができず、初の 

試みでしたが、大牟田市動物園散策大成功 

でした。 

久しぶりの動物園という方も多く、動物との 

ふれあいも含めて、幼児、小中学生、大人と 

秋の一日を楽しむことができました。心配していた往復の道のり、特に電車の乗換えがスムーズに

できたのは、事前の下見を十分にしていたこと、中学生、ご協力いただいた大人の方々の見守りの       

 おかげです。小郡出身の飼育員さんのお話も皆 

熱心に聞いていました。中学生にとっても参考 

になったようでした。リーダーとしての中学生の 

活躍もすばらしく、子どもたちが育っていく姿が 

見られ、嬉しいふれあい事業でした。 

秋晴れの青空の下、毎年恒例のグラウンドゴルフ大会が、東野地

域運動広場及び東野小学校運動場において、小学生から大人まで

160名の方が参加して行われました。 

今年もたくさんのホールインワンが生まれ、皆さんの笑顔と歓喜の

声が聞こえるなど、世代を越えた地域の交流が図られた有意義な楽

しい一日でした。 

 

環境衛生部会委員等 10名で、三養基郡みやき町の棚田休耕田を利用 

した、山田ひまわり園を見学に行きました。山田ひまわり園は、山田地区 

中山間地組合の組合員が中心になり、平成 13年度より地域活性化を狙っ 

て、季節外れに“ひまわり”を咲かせてみようという流れから始まりました。 

最近は来園者も多くなり開園期間（11月 3日～30日） 

は約 2万人の方が来園されるそうです。山田ひまわり園は広大な敷地では 

ないけど黄色のひまわりを囲むように赤いケイトウの花が植えられ大変美しい 

光景でした。東野校区コミュニティセンターは「ひまわり館東野」と呼ばれていま 

す。環境衛生部会では校区にひまわりをたくさん植えたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市防災センター視察研修（１０月２８日） 

認知症サポータ講座 in 大保原（１１月１０日） 

前回の東野区に続き、今回は大保原区で開催しました。前

回と同様、長生会の森山さんを講師に迎え、認知症とはどうい

う病気なのか、また、認知症の方への接し方など、解りやすく

お話をしていただきました。参加された 51名の皆さんも真剣に

聞かれている様子でした。 

 

健康・福祉部会 

  

校区自主防災会  

山田ひまわり園視察（１１月９日） 

普通救命講習会 in ひまわり館東野（１月２８日） 

三井消防署から 2名の救命救急士を招いて、胸骨圧迫法、人工

呼吸法、AED の使用方法を学びました。ますます高齢化社会にな

り、いざという時、命を救える自信がついたものと思います。 

講習が初めての方、毎年受けられる方それぞれに修了証をいた

だきました。来年も予定していますので、ぜひご参加ください。 

2019 年度も事故や犯罪のない安全安心なまちづくりをめざして

頑張りますので、ご協力をお願いします。 

三国カフェ視察（１２月２１日） 

「三国カフェ」は、三国が丘駅近くに開設されています。設置者

は小郡市（地域包括支援センター）で、運営を三国校区協働

のまちづくり協議会（健康福祉部会三国カフェチーム）がされ

ています。スタッフは募集で参加されたボランティアの皆さんで

す。認知症の方もその家族も、地域の誰もが気軽に立ち寄れ

る場所をめざされています。 

スタッフの皆さんの笑顔がとても素敵でした！ 

 

 

2019年交通安全年間スローガン 
☆ チャイルドシート ちいさな VIPの 指定席 ☆ 

☆ 危険だよ スマホに夢中の そこの君 ☆ 
※2019 年 1 月号「交通安全ふくおか」より抜粋 

 

西島区より 20 名の参加で福岡市防災センターにて消火器の

使い方、地震体験、煙が充満した暗い場所からの脱出など災害

が起きた時の身の守り方を学びました。皆さんはとても貴重な体

験ができたとの感想でした。 

来年度は大原区を予定しています。 


